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ニューフェイス
～新規就農者の紹介～

て
き
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
る
と
力

仕
事
も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特

に
暑
い
中
で
除
草
剤
を
背
負
っ
て
歩

き
回
る
の
が
大
変
で
す
。
で
も
両
親

も
感
謝
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
イ
チ
ゴ
の
直
売
も

売
上
を
伸
ば
し
て
お
り
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
直
送
も
し
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
思
う
よ
う
に
休
暇
を
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
友
人
と
出
か
け
る
な
ど
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
機
会
も
積
極
的
に
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

池田 瞳さん
（中郷）

主な栽培作物

面積

（株）森の香
代表取締役
荒井 良明さん
（赤城町敷島）

イチゴ苗の手入れをする池田さん

農業者と農業委員会をつなぐ広報紙

就
農
を
し
た
き
っ
か
け
は
、
平
成

26
年
２
月
の
大
雪
被
害
で
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
急
に

人
手
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

そ
れ
ま
で
勤
務
し
て
い
た
温
泉
旅
館

を
辞
め
て
家
業
の
手
伝
い
に
入
り
ま

し
た
。
こ
の
と
き
は
断
る
と
い
う
選

択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）
。

小
さ
な
頃
か
ら
農
作
業
を
手
伝
っ

・
主
な
栽
培
作
物

イ
チ
ゴ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
水
稲

・
面
積

約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

県
内
の
農
地
所
有
適
格
法
人
で
経

営
企
画
や
先
端
施
設
園
芸
の
研
究
に

８
年
間
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

妻
も
私
も
赤
城
町
が
地
元
で
、
両

家
や
親
族
の
営
農
も
規
模
縮
小
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
体
力
・
気
力

と
も
に
充
実
し
て
い
る
今
、
農
地
を

保
全
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
農
業
を

実
現
し
た
い
と
思
い
、
農
業
参
入
を

決
意
し
ま
し
た
。

価
格
競
争
の
少
な
い
ハ
ー
ブ
を
中

心
に
有
機
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

加
工
品
や
手
工
芸
品
と
し
て
も
展
開

す
る
こ
と
で
、
年
間
を
通
じ
た
営
農

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

農
薬
を
使
い
ま
せ
ん
の
で
毎
日
が

雑
草
と
の
戦
い
で
す
（
笑
）
。
土
地

に
合
う
ハ
ー
ブ
を
探
し
な
が
ら
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
一
つ
で
も
習
得
、
承
継
し
、
地

域
農
業
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
役
割
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
主
な
栽
培
作
物

ハ
ー
ブ
、
ピ
ク
ル
ス
用
野
菜

・
面
積

約
50
ア
ー
ル

ハーブを摘む荒井さん
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改
正
農
業
委
員
会
法
施
行
か
ら
２

年
６
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
連
携
し
、
遊
休
農
地
の

調
査
及
び
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
農

地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
出
し
希
望

は
９
２
８
件
約
７
３
４
，
７
９
２
㎡

あ
り
ま
し
た
が
、
借
受
け
基
準
に
適

合
し
た
の
は
北
橘
地
区
の
３
件
約
３
，

３
６
０
㎡
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

本
市
は
大
半
の
農
地
が
中
山
間
地

域
に
含
ま
れ
、
集
積
も
進
ま
な
い
の

が
実
情
で
す
。
年
々
遊
休
農
地
が
増

え
る
中
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
さ
ら
な
る
活
動
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
女
性
農
業
委
員
登
用
等
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
女
性
と
50
歳
以

下
の
若
い
世
代
の
委
員
登
用
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
幅
広
く

組
織
の
改
善
点
等
を
協
議
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
優
良
農
地
の
保
全
・
集

積
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
職
委
員
の
任
期
も
来
年
３
月
ま

で
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
農
業

委
員
会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

遊
休
農
地
解
消
の
取
り
組
み

遊休農地
面積

遊休農地
解消面積

137 ha △22 ha

平
成
28
年
４
月
の
農
業
委
員
会
法

改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
19
名
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
推
進
委

員
）
42
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
推

進
委
員
の
主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
。

①
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積

②
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消

③
新
規
農
業
参
入
の
促
進

農
業
委
員
、
推
進
委
員
は
一
昨
年

度
か
ら
、
①
利
用
状
況
調
査
、
②
遊

休
農
地
所
有
者
へ
の
利
用
意
向
調
査
、

③
農
地
貸
借
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
あ
っ

せ
ん
紹
介
）
の
た
め
の
地
区
情
報
会

議
を
開
き
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
取
組
み
結
果
は
表

の
と
お
り
で
す
。
農
地
の
集
積
と
遊

休
農
地
の
解
消
で
は
一
進
一
退
の
状

況
で
す
。
そ
の
要
因
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
農
産

物
の
価
格
低
迷
、
本
市
の
地
形
的
悪

条
件
（
傾
斜
地
、
狭
小
地
な
ど
）
で

す
。

引
き
続
き
、
今
年
度
も
７
月
か
ら

農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
活
動
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
９
月
中
旬
ま
で
に

市
内
全
農
地
の
利
用
状
況
調
査
（
現

地
調
査
）
、
そ
の
後
の
遊
休
農
地
の

利
用
意
向
調
査
、
農
地
の
集
積
、
貸

借
の
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
と
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

各
種
調
査
で
は
、
土
地
所
有
者
及

び
担
い
手
農
家
を
訪
問
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

耕作面積
農地集積
面積

4,040 ha 864 ha

表 平成２９年度の農地利用状況

農地パトロールをする農業委員、農地利用最適化推進委員

渋川市農業委員会
会長職務代理者
齊藤 光良

渋川市農地利用
最適化推進委員

委員長 永井 克男

高
齢
化
に
よ
る
離
農
者
の
増
加
、

担
い
手
の
経
営
規
模
の
縮
小
等
が
あ

り
、
耕
作
条
件
の
悪
い
農
地
は
荒
廃

農
地
に
な
る
恐
れ
が
高
く
、
そ
の
発

生
防
止
と
解
消
の
推
進
方
法
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
人
と
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
農
地
利
用
の
最

適
化
と
称
し
、
担
い
手
へ
の
大
規
模

集
積
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
解

消
、
新
規
参
入
の
促
進
、
法
人
化
、

農
業
の
６
次
産
業
化
等
に
よ
り
、
よ

い
農
産
物
を
大
規
模
に
作
っ
て
輸
出

し
、
国
際
競
争
に
勝
つ
農
業
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
の
国
土
は
狭
い
う

え
中
山
間
地
域
も
多
く
、
農
業
者
人

口
は
減
る
一
方
で
、
食
糧
自
給
率
が

低
下
し
て
い
る
現
状
で
も
あ
り
ま
す
。

国
に
は
、
こ
う
し
た
条
件
の
悪
い
と

こ
ろ
で
頑
張
る
小
規
模
農
家
を
保
護

す
る
政
策
支
援
を
求
め
た
い
。

地
域
か
ら
耕
作
放
棄
地
を
出
さ
な

い
よ
う
日
頃
か
ら
情
報
収
集
し
、
農

地
の
貸
し
手
と
受
け
手
の
意
向
を
伺

い
つ
つ
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

■
無
断
転
用
は
法
令
違
反
で
す

農
地
に
住
宅
を
建
て
る
、
資
材
置

場
や
駐
車
場
、
太
陽
光
発
電
施
設
に

す
る
な
ど
の
農
地
転
用
に
は
許
可
が

必
要
で
す
。
無
許
可
で
転
用
し
た
場

合
は
、
元
に
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
転
用
で
き
な

い
農
地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

必
ず
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
一
時
転
用
や
農
地
改
良
も
申
請
を

農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
場
に
し

た
り
、
農
地
を
使
い
や
す
い
農
地
に

す
る
改
良
工
事
も
許
可
が
必
要
で
す
。

「転用手続の流れ」

農用地区域内 農用地区域外

除外手続

農地転用許可申請

許可後、計画どおりに利用

除外手続先は農林課
申請は毎年４月と９月です

■
農
地
転
用
を
申
請
す
る
前
に

農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
転
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
転
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
手
続
を
行
い
、
認
め
ら
れ

て
か
ら
転
用
申
請
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
農
林
課
（
㉒
２
５
９
３
）
へ
。

■
未
相
続
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
相

続
権
者
が
増
え
て
、
登
記
に
多
大
な

時
間
と
経
費
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
法
務
局
で
相
続
登
記

を
し
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
、
農
業
委

員
会
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

未
相
続
の
ま
ま
の
農
地
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
利
用
権
設
定
は
、
耕
作
を
目
的
と

し
た
農
地
の
貸
借
方
法
で
す
。
貸
借

期
間
満
了
後
は
自
動
で
農
地
が
所
有

者
に
戻
る
た
め
、
安
心
し
て
貸
し
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申請先は農業委員会
毎月１５日締め（閉庁日を除く）

どちらか不明の場合は農林課で確認できます

野
生
鳥
獣
に
よ
る
全
国
の
農
作
物

被
害
額
は
、
年
間
約
２
０
０
億
円
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
統
計
に
表
れ
な

い
被
害
と
し
て
は
生
産
意
欲
の
減
退

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
も
あ
り

ま
す
。
近
年
は
市
街
地
へ
の
出
没
も

見
ら
れ
、
人
的
被
害
に
直
結
す
る
恐

れ
も
あ
り
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

鳥
獣
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
自
ら
で

き
る
対
策
と
し
て
は
、
主
に
次
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
ぐ

る
み
で
実
践
し
て
こ
そ
大
き
な
効
果

が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

違反転用防止啓発看板（有馬地内）

自らできる鳥獣対策

① 収穫残さ、放任果樹などの
エサ場をなくしましょう

② 耕作放棄地や藪などの隠れ
場所をなくしましょう

③ 囲える畑はネットや柵で
正しく囲いましょう

市
で
は
、
平
成
29
年
度
に
「
渋
川

市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
を
組
織

し
、
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
隊

の
主
な
取
組
は
次
の
と
お
り
で
す
。

有

害

鳥

獣

対

策

農
業
委
員
会
と
し
て
も
引
き
続
き

市
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
へ
の
協
力

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
既
設
の
電
牧
柵
や
防
護
柵

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的
な

設
備
の
保
守
点
検
を
行
っ
た
り
、
有

効
性
を
検
証
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 鳥獣被害防止総合支援事業で設置した柵（赤城町溝呂木）

▼
農
地
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
柵
の
設
置

▼
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
雑
木
伐
採

▼
加
害
個
体
を
減
ら
す
捕
獲

※

隊
員
に
は
狩
猟
税
の
免
税
、
猟
銃

所
持
許
可
更
新
時
の
技
能
講
習
免
除

な
ど
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
で
は
捕
獲
奨
励
金
、

電
牧
柵
や
防
護
ネ
ッ
ト
購
入
費
の
補

助
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
か
ら
の
支
援
措
置
も
あ
り
ま
す
。

３ページしぶかわし農業委員会だより 平成３０年９月

「利
用
権
設
定
」で
農
地
の

貸
し
借
り
を



豊かな老後の支えに

１ 国民年金に上積みする公的年金制度で、生涯受給できます。
２ 積立てた保険料とその運用益で年金額が決まる確定拠出型です。
３ 保険料は2千円～6万7千円から選べ、途中の見直しも可能です。
４ 保険料は全額社会保険料控除の対象となる税制優遇があります。

詳しくは、ＪＡ窓口か農業委員会事務局へ

編集後記

近年の地球環境の変化は激しく、国内では今年
になってからも全国的な地震の発生、７月の西日
本豪雨、今夏の連続猛暑日など大きな変動を思い
知らされています。とりわけ、大阪北部地震と西
日本豪雨では尊い人命が多数失われ、生活インフ
ラ、家屋、農作物にも大きな被害が発生しました。
あらためて犠牲者のご冥福をお祈りするとともに
被災者の皆さまに心からお見舞いを申し上げます。
６月１８日に発生した大阪北部地震では、高槻

市の女子小学生が自校ブロック塀の下敷きとなり、
未来ある命を落としてしまいました。この事故は、
一次的には地震が要因ですが、違法性・危険性の

高い工作物を放置してきた責任もあり、人災的な
一面もあります。事故後、全国でブロック塀の緊
急調査、撤去が行われていますが、これだけに終
わらせず、安全面に加えて地球環境の改善という
見地からも見直しを進めるべきだと考えます。
例えば「生垣」の普及です。生垣は設置面積や

管理コストの面から減少が続いていますが、生垣
なら今回のような最悪な人的被害は避けられまし
た。また、生垣は防風・防火（延焼防止）、周囲
の温度上昇抑制、ＣＯ２削減、景観形成など災害
防止、環境改善という観点からも効果は大きく、
まさに“一石数鳥”の対策です。

【広報委員長 狩野 徳市】

農業者年金
６０歳
未満

国民年金
第１号
被保険者

年60日
以上

農業従事

この３つを満たせば
どなたでも加入できます！

国民年金付加保険料月４００円
の納付も必要です。

購読しませんか

全国農業新聞は農業委員会の系統組
織が発行する“農家のための農業専門
紙”です。週刊の特長を生かしたわかり
やすく読み応えある記事が特徴です。
毎週金曜日発行（郵送配達）、月700円

（送料・税込み）。申込は農業委員、農
地利用最適化推進委員まで

農
政
の
動
向

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
11
）
は
、
米
国
の
離
脱
で
加
盟
国

数
が
12
か
ら
11
に
な
り
、
各
国
内
で

承
認
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
も
５
～
６
月
に
協
定
及
び
関
連

法
案
が
国
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
法
に
お
け
る
農
畜
産

物
の
国
内
対
策
は
、
米
国
加
盟
時
の

ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
た
国
産
品
の
価
格
補
助

制
度
（
補
助
金
額
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

有
効
期
間
な
ど
）
が
不
十
分
な
内
容

で
す
。
さ
ら
に
、
米
国
離
脱
に
よ
る

経
済
規
模
の
縮
小
や
日
本
か
ら
の
工

業
製
品
の
輸
出
関
税
廃
止
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
の
縮
小
な
ど
の
環
境
変
化
に

つ
い
て
も
協
定
内
容
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
加
え
て
米
国
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
よ
り
厳
し
い
保
護
主
義
的
な
２
国

間
貿
易
協
定
を
求
め
て
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
後

の
国
内
農
業
へ
の
悪
影
響
は
避
け
ら

れ
ず
、
発
効
後
の
動
向
を
注
視
し
、

国
内
対
策
の
強
化
・
改
善
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
後
の

国
内
対
策
が
重
要

営
農
型
太
陽
光
発
電
は

堅
実
な
営
農
が
大
前
提

お
い
て
も
太
陽
光
発
電
事
業
の
農
地

転
用
申
請
が
毎
月
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。
特
に
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
初

の
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
た
め
の
一

時
転
用
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

営
農
型
太
陽
光
発
電
は
、
農
地
の

上
部
に
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
そ
の

下
で
営
農
（
農
作
物
を
生
産
）
を
継

続
す
る
も
の
で
、
農
家
の
収
入
増
加
、

荒
廃
農
地
の
解
消
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
比
率
の
拡
大
な
ど
を
図
る
た

め
に
国
が
認
め
て
い
る
も
の
で
す
。

従
っ
て
、
申
請
に
は
下
部
農
地
で
の

営
農
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
農
作
物
の
生
育
に
適
し
た
日

照
量
や
２
ｍ
以
上
の
支
柱
高
の
確
保
、

農
作
物
の
生
産
量
（
品
質
を
含
む
）

が
地
域
平
均
の
80
％
以
上
な
ど
の
厳

し
い
条
件
が
課
さ
れ
、
さ
ら
に
年
１

回
の
営
農
実
績
報
告
も
伴
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
農
業
委
員
会
は
厳
格

に
審
査
（
現
地
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、

計
画
書
類
審
査
な
ど
）
を
し
、
許
可

後
も
定
期
的
に
営
農
状
況
を
調
査
し

ま
す
。
許
可
後
、
仮
に
許
可
条
件
に

違
反
が
あ
れ
ば
改
善
指
導
し
、
改
善

さ
れ
な
い
場
合
は
許
可
取
消
と
な
り

ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
営
農
型
太
陽
光
発

電
に
は
様
々
な
条
件
が
課
せ
ら
れ
る

ほ
か
、
売
電
価
格
の
続
落
、
撤
去
費

用
の
不
透
明
さ
な
ど
か
ら
、
事
業
の

採
算
性
、
継
続
性
に
つ
い
て
も
十
分

な
検
討
と
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
す
。

太
陽
光
発
電
事
業
は
東
日
本
大
震

災
以
降
全
国
に
拡
大
し
、
渋
川
市
に

４ページしぶかわし農業委員会だより 平成３０年９月


